





























































　本研究の目的は、具体的な保育実践として “ 誕生日会 ”、“ 当番活動 ” を取り上げ、どのような取り組みが「自
尊感情」を育むことにつながるのか具体的な活動を見出していくこと、また、幼児の自尊感情を測定するため






　追加調査では、“ 誕生日会 ” の前後で子ども達の自尊感情の変化を図ると共に「幼児用自尊感情尺度」の適













































































































































































































































項　　　目 幼稚園 保育所 認定こども園
１．誕生日の祝い方について （複数回答あり） 　 　 　
　　　　・各月ごとに誕生日会を行っている 13 10 9
　　　　・２ヶ月に 1 回、誕生日会を行っている 0 2 0
　　　　・誕生日会は行わない 0 0 1
　　　　・一人一人の誕生日にお祝いをする 13 12 10
２．保護者の来園について 　 　 　
　　　　・来園する 10 0 6
　　　　・来園しない 3 12 4
３．保護者が来園する場合の参加の仕方 　 　 　
　　　　・プログラムに参加する 9          5
　　　　・プログラムには参加せず見ている 1 　 1
４．子どもへのメッセージの依頼について 　 　 　
　　　　・依頼する 10 6 7
　　　　・依頼していない 3 6 3
５．メッセージを子ども達に伝える方法について 　 　 　
　　　　・誕生日会で、クラスの子ども達に保護者が話す 9 0 5
　　　　・誕生日会で、保護者が書いたものを保育者が読む 1 4 1
　　　　・1 年間のアルバムに貼る 0 2 1























  A − a A − b B − a B − b
１．園の規模 約 80 名 約 90 名 約 180 名 約 150 名


































































































　　　園 a　 54 名　　年長：25 名　　年中：29 名
　　　園 b　 42 名　　年長：21 名　　年中：21 名
　　B グループ
　　　園 a　108 名　　年長：56 名　　年中：52 名
　　　園 b　101 名　　年長：53 名　　年中：48 名
　　
（２）調査期間


























































































Pearson の相関係数を算出した。その結果を Table ５に
Figure 1　本調査用反応選択肢
Table ４　原尺度項目のプロマックス回転後の因子負荷量および得点の平均・標準偏差
 項目内容  因子１ 因子２ 平均 標準偏差
４ 皆は私のことが好きだと思います。 .64 -.08 3.10 .84
３ 私は大事な子どもだと思います。 .58 -.05 3.41 .74
11 私にはいいところがたくさんあります。 .56 .10 3.27 .67
９ 私はこのままですてきだと思います。 .52 .10 3.16 .79
６ 私は自分のことが大好きです。 .33 .14 3.16 .88
５ できないことがあってもだいじようぶだと思います。 -.14 .94 2.74 .98
８ 失敗してもだいじょうぶだと思います。 .18 .59 2.65 .93
10 困ったことがあったら、誰かに「助けて」と言えます。 .18 .30 2.97 .89
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　因子寄与 1.86 1.73
















標準偏差は、園ａが 2.34、園ｂが 2.39 であった。自己受
容尺度の平均値は、園ａが 8.46、園ｂが 8.48、標準偏差
は、園ａが 2.19、園ｂが 2.24 であった。幼児用自尊感情
尺度の平均値は、園ａが 24.54、園ｂが 24.86、標準偏差






す ”（p<.05）、“ 私にはいいところがたくさんあります ”
（p<.01）の３項目で有意な差が見られ、園ｂのほうが得






















































自己有能感 -.040 -.094 1
自己効力感 .281 .171 .096 1











園時の挨拶 ”、“ 片づけの時の掃除 ”、“ 給食の配膳 ” に加


















Table ６　当番活動の違いによる２群の幼児用自尊感情尺度の各項目の平均点と t 検定の結果
　 （B グループ）
　 項　目 園 平均値 標準偏差 t 値 有意水準
１ 私は皆と仲良くできていると思います a  3.37  .77  .39 n.s.
b  3.32  .84
２ 私はどんなことも一生懸命できます a  3.19  .70  .15 n.s.
b  3.18  .82
３ 私は大事な子どもだと思います a  3.41  .77  .83 n.s.
b  3.32  .81
４ 皆は私のことが好きだと思います a  3.16  .81 1.29 n.s.
b  3.00  .95
５ できないことがあってもだいじょうぶだと
思います
a  2.52  .96 p<.01
b  3.01  .98 3.67
６ 私は自分のことが大好きです a  3.19  .82  .37 n.s.
b  3.14  .98
７ 誰かが困っていたら助けたいと思います a  3.22  .84  .76 n.s.
b  3.13  .93
８ 失敗してもだいじょうぶだと思います a  2.48  .97 p<.05
b  2.77  .84 2.33
９ 私はこのままですてきだと思います a  3.10  .80 1.30 n.s.
b  3.25  .83
10 困ったことがあったら、誰かに「助けて」
と言えます
a  2.95  .90  .26 n.s.
b  2.92  .94
11 私にはいいところがたくさんあります a  3.11  .65   p<.01
　 b  3.45  .69 3.62 　
自己肯定感尺度 a 15.96 2.46  .53 n.s.
　 b 16.16 2.88  .53
自己受容尺度 a  7.95 2.21 2.56 p<.05
b  8.70 2.01 2.57
幼児用自尊感情尺度 a 23.92 3.88 1.67 p<.10
　 　 b 24.85 4.23 1.66 　















　本調査の A グループの内の認定こども園 a に通う 11




























“ 私は大事な子どもだと思います ”、４．“ 皆は私のこと
が好きだと思います ”、６．“ 私は自分のことが大好きで
す ”、８．“ 失敗してもだいじょうぶだと思います ”、９．





Table ７　幼児用自尊感情尺度の Wilcoxon の符号付き順位和検定の結果






１ 私は皆と仲良くできていると思います  3.18  3.18  .00 n.s.
２ 私はどんなことも一生懸命できます  3.27  3.27  .00 n.s.
３ 私は大事な子どもだと思います  2.64  3.55 2.89 p<.01
４ 皆は私のことが好きだと思います  2.91  3.64 2.27 p<.05
５ できないことがあってもだいじょうぶだと思います  3.27  3.46 1.41 n.s.
６ 私は自分のことが大好きです  2.91  3.55 2.65 p<.01
７ 誰かが困っていたら助けたいと思います  3.09  3.27 1.41 n.s.
８ 失敗してもだいじょうぶだと思います  3.00  3.46 2.24 p<.05
９ 私はこのままですてきだと思います  2.73  3.27 2.45 p<.05
10 困ったことがあったら誰かに「助けて」と言えます  2.55  2.73 1.41 n.s.
11 私にはいいところがたくさんあります  3.18  3.82 2.65 p<.01
自己肯定感尺度 20.64 24.27 2.96 p<.01
自己受容尺度 12.09 12.91 2.26 p<.05

























次いで “ 皆は私のことが好きだと思います ”、“ 私は自分
のことが大好きです ”、“ 私にはいいところがたくさんあ







































































































































































Rosenberg.M.（1965）　Society and the adolescent self-image, 








































































Initiatives for Developing Self-esteem in Early Childhood
: Through Events and Activities in Childcare and Education Settings
Fumiko Yaezu
JONANGAKUEN Nursery School 
　This study aimed to identify concrete activities that cultivate a “sense of self-esteem” by focusing 
on “birthday party” and “duty activities” as concrete nursery activities, and to develop a scale to 
measure infants’ self-esteem so as to identify the difference between “birthday party” and “duty 
activities” as activities.
　The “infant’s self-esteem scale” developed in the present study comprised self-affirmation and self-
acceptance factors that are included in the definition of self-esteem in this study. Based on the survey, 
the tool showed optimal reliability and validity. The study revealed a significant difference between 
the “infant self-esteem scale” and “self-acceptance scale” in terms of the development of self-esteem 
depending on the engagement in duty activities. The concrete content of the questions on the “infant 
self-esteem scale” and the children’s response showed that the scale is appropriate for measuring the 
development of children’s sense of self-esteem.
　The follow-up survey measured changes in children’s self-esteem before and after the “birthday 
party” and it confirmed the applicability of the “infant’s self-esteem scale.” Through engaging in the 
“birthday party” activity, children’s scores on the “infant’s self-esteem scale,” “self-affirmation scale,” 
and “self-acceptance scale” increased significantly, which points to explicit changes in children’s sense 
of self-esteem.
　It is suggested that children’s self-esteem can be strengthened by actively encouraging its 
development in nurseries and other places of education. 
Key words： infants, self-esteem, self-affirmation, birthday party, duty activities
